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1. はじめに 
秋田大学鉱業博物館は様々な鉱石や模型が展

示されており，愛好家には人気の施設である．

しかし，その展示物は専門性が高いことから，

鉱石に関する知識のない観覧者に対して直感的

でわかりやすい情報提供を行える仕組みがあれ

ばサービス向上につながると考える． 
本研究では，現状の展示方法を変えることな

くより良い情報提供を可能とする仕組みとして，

マーカーレス AR（QR コードのように景観を害
すことなく，自然物をマーカーとして用いたサ

ービス提供の枠組み）を用いて解説文の表示や

ナレーション，道順案内が可能な鉱業博物館ガ

イドシステムを開発し，その有用性を評価する． 
 

2. 鉱業博物館ガイドシステムの概要 
 本システムの開発では，統合開発環境は Xcode 
12.3，開発言語は Swift 5.3.2 を用いた．また，実
装対象デバイスには iPhone 8を用いた． 
 

2.1  画像認識 
本研究では iOS向けの ARフレームワークであ
るARKit[1]の画像認識機能を用いて開発を行った． 
ARKitは iPhone背面のカメラで実世界の物体から
特徴点を抽出し，あらかじめ登録しておいた参

照画像の特徴点と比較することで画像認識する．

画像の特徴点を抽出中の様子を図１に示す． 
 

2.2 処理の流れ 
  提案システムの処理の流れを図４に示す．まず，
システムを起動すると図１のように特徴点の抽

出が可能な認識画面を表示する．次に画像認識

を行う．データベース内の画像と比較し，マッ

チングが成功すると画面上部に ARテキスト，画
面下部にウィンドウを表示する(図２)．マッチン
グが失敗すると場所や角度の変更を促すアラー

トを表示する．マッチング成功時に表示する情

報はあらかじめ登録したもので，マッチングの

際に取得している．ウィンドウにはボタンが２

つ設置されており，閉じるボタンを押すと再度

認識可能な状態に，詳細ボタンを押すとより詳

細な情報を提供する画面に遷移する(図３)．詳細

画面では認識した展示物のサムネイル画像，詳

細な説明，現在地と道順案内を表示する．ナビ

ゲーションバー に設置されているボタンからは

説明文の読み上げを行うことができる．  
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図１ 特徴点を抽出している様子 
（画像上の黄色い点が抽出された特徴点） 
 

図２マッチング成功時   図３ 詳細画面 
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また，システム起動中はモーションセンサーを

測定するフレームワークである CoreMotion[2]を
用いて加速度の測定を行なっている．これによ

り，移動中に意図せず行なってしまう画像認識

やアラートの表示を防いでいる． 
 

3. 評価実験 
 本実験では，提案システムがより良い情報提供

の仕組みとして有用であるかを検証することを

目的とする． 
 

3.1 実験内容 
 秋田大学鉱業博物館内で実際にシステムを使用

してもらい，以下の項目についてのアンケート

調査を実施した． 
 

(1) 総合的な満足度 
(2) 操作性 
(3) UIデザイン 
(4) 良かった機能 
(5) 改善が必要な機能 
(6) 実装してほしい機能 

 

また，ガイドシステムはスマートフォンを用い

ているため，操作に慣れていないとアンケート

結果に影響が出る恐れがある．そこで事前にス

マートフォンの操作の習熟度についてヒアリン

グ調査を実施した．  
 

3.2 実験結果と考察 
事前調査の結果から，スマートフォンの操作

に慣れていない被験者はいなかったため，分類

せずに集計した． 
総合的な満足度は高く，より良い情報提供の

仕組みとして被験者に好評だった．特に，画像

認識を用いて詳細文を表示する機能は従来のパ

ンフレットを用いたものではできない体験であ

るため良かったとの回答が多かった．また，操

作性と UI デザインについても使いやすい，わか

りやすいと好評だった．改善が必要な機能とし

て挙げられたのが経路案内だった．展示されて

いる鉱石に対してマップが大雑把なため，次の

鉱石がどの棚に配置されているかがわかりにく

いという．この点に関しては，今後音声による

案内やマップの詳細化を検討する必要がある． 
今後実装してほしい機能としては，見た情報

を保存してあとで見返す機能やユーザがその場

で写真を撮って記録する機能などが挙げられた． 

4. おわりに 
本研究では，より良い情報提供の仕組みとし

て，マーカーレス ARを用いた鉱業博物館ガイド
システムを提案した．アンケート結果から，好

評だった機能は多かったものの，一部の機能は

改善が必要であることがわかった．今後は挙げ

られた改善点や今後実装してほしい機能をもと

にシステムの充実を図る． 
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図４ システムのワークフロー 
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